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平成23年

８月号

○今別町
　土砂災害防災訓練……１
○国家公務員の
　　　　今別町研修……２
○町のお知らせ……３、４
○議会だより………５～７
○町の元気な子ども達、
　　きらりこの人他……８

 2015年北海道新幹線「（仮称）奥津軽駅」開業！

願
い
を
込
め
て
短
冊
を
飾
り
ま
す

平
成
23
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
別
町
土
砂
災
害
全
国
統
一
防
災
訓
練

　

７
月
７
日
、
な
か
や
ま
荘

で
七
夕
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
書
い
た

短
冊
を
笹
の
葉
に
飾
り
付
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
で
ま
り
の
会
」

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
行
わ

れ
、
入
所
者
は
楽
し
そ
う
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

読み聞かせも熱心に聞いていました

　

７
月
６
日
、
今
別
中
学
校

の
校
舎
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
、
文
字
が
出
現
し
ま
し

た
。
そ
の
正
体
は
、
今
中
を

こ
よ
な
く
愛
す
る
高
坂
治
樹

校
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

し
た
。

　

今
別
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
は
、
毎
年
7
月
頃
、
背

が
高
く
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
な

黄
色
い
花
を
つ
け
る
「
ブ
タ

ナ
」が
大
量
に
発
生
し
ま
す
。

そ
れ
を
た
だ
刈
り
取
る
よ
り

は
、
逆
に
鮮
や
か
な
黄
色
い

花
を
生
か
し
て
、「
花
文
字
」

を
作
ろ
う
と
、
高
坂
校
長
が

考
え
た
そ
う
で
す
。

　

文
字
の
周
り
を
丁
寧
に
刈

り
取
り
、
く
っ
き
り
と
「
Ｉ

♥
今
中
！
」
の
文
字
が
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。

グラウンドに
「謎」の

メッセージ！？
「Ｉ♥今中！」（アイラブイマチュウ）

　

７
月
12
日
、
平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
災
訓
練
に

と
も
な
い
、
今
別
町
で
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
今
別
駐
在
所
裏
の
山
で
、
大
雨
に
よ
る

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
八
幡
町
地
区
住

民
・
消
防
団
（
第
一
分
団
）・
今
別
駐
在
所
・
今
別

保
育
園
の
協
力
の
も
と
、
避
難
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
の
設
置
か
ら
危
険
区
域
内
の
住
民

に
対
す
る
避
難
勧
告
の
指
示
、
避
難
誘
導
、
避
難
所

で
の
対
応
と
災
害
発
生
か
ら
、
避
難
完
了
に
至
る
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
、
細
部
に
わ
た
っ
て
確
認
し
な

が
ら
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
訓
練
終

了
後
、
避
難
所
と
し
た
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
県
砂
防

施
設
課
に
よ
る
防
災
講
習
会
も
行
わ
れ
、
土
砂
災
害

の
怖
さ
を
認
識
し
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

防災意識の向上と、
　　　いざというときのために…

消防団による住民避難の支援

避難所での受け付け風景。　　　　　　　　
町民の皆さんのご協力に感謝申し上げます。

なかやま荘
七夕祭り

災害対策本部の風景 広報車による避難勧告活動

落ち着いて誘導員に従いましょう 車いすを想定した避難最後は土砂災害の危険性について
学びました　　　　　　　　　　

園児たちも避難訓練に参加しました
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財務省
田
た

嶋
しま

　一
かず

基
き

さん

国家公務員が今別町に研修に来ました

　

７
月
１
日
、
青
北
今
別
校
舎
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
同
校
の
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
学
年
対
抗
で
優
勝
を
争
い
、
３
年
生

が
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
た
な
競
技
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
例
年
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
体
育

祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
４

日
間
、
地
方
自
治
体
実
地
研
修
と

し
て
、
初
任
国
家
公
務
員
３
名

（
リ
ー
ダ
ー
・
外
務
省　

篠
原
信

州
、
財
務
省　

田
嶋
一
基
、
農
林

水
産
省　

浦
邊
織
奈
）
が
今
別
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

３
名
は
、
４
日
間
で
役
場
各

課
、
教
育
委
員
会
教
育
課
の
指
導

の
も
と
、
担
当
課
の
業
務
内
容
の

ほ
か
、
町
内
施
設
・
観
光
地
の
見

学
や
体
験
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
最
終
日
に
は
、
町
長
・
副

町
長
を
始
め
、
各
担
当
課
長
・
次

長
が
参
加
し
て
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
町
政
に
関
す
る
意
見
を
国

家
公
務
員
の
視
点
か
ら
述
べ
ま
し

た
。

放課後こども教室体験（今別小学校）

窓口業務・事務体験

農園でのアスパラの収穫・調理体験

最終日、活発な意見交換が行われました

力を合わせて勝ち取った優勝は最高ですね

〈
総
務
課
　
税
務
〉

　

・
税
務
窓
口
業
務

　

・
町
税
の
概
要
説
明

　

・
収
納
・
滞
納
状
況
等
の
説
明

　

・
税
務
収
納
業
務
同
行

　
〈
教
育
委
員
会
　
教
育
課
〉

　

・
公
民
館
活
動
交
流
体
験

　

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
体
験

〈
産
業
建
設
課
　
産
業
〉

　

・
体
験
農
園
実
習

　

・
農
産
物
加
工
実
習

〈
町
民
福
祉
課
　
町
民
・
福
祉
〉

　

・
窓
口
業
務

　

・
住
民
票
・
戸
籍
関
係
交
付
事
務
等

　

・
生
活
保
護
状
況
説
明

　

・
民
生
委
員
協
議
会
か
ら
報
告

　

・
介
護
認
定
調
査
・
医
療
費
等
申
請

　
　

受
付
事
務

〈
産
業
建
設
課
　
建
設
〉

　

・
今
別
浄
水
場
巡
回
業
務
同
行

　

・
今
別
水
源
地
清
掃
作
業

　

・
上
股
川
河
川
及
び
町
道
パ
ト
ロ
ー
ル

　

最
後
に
、
３
名
は
今
別

町
の
豊
か
な
自
然
と
、
美

味
し
い
特
産
品
に
と
て
も

感
動
し
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
別
町

を
第
二
の
故
郷
と
思
い
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
行
き
た
い

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
総
務
課
　
総
務
〉

　

・
総
論
説
明

　

・
概
況
説
明

　
　
（
行
政
機
構
）

　
　
（
町
財
政
状
況
）

　
　
（
消
防
防
災
関
係
）

　

・
町
内
防
災
関
係
設
備
巡
回
視
察

〈
企
画
課
〉

　

・
青
函
ト
ン
ネ
ル
及
び

　
　

北
海
道
新
幹
線
概
要
説
明

　

・
観
光
施
設
及
び

　
　

新
幹
線
駅
舎
建
設
予
定
地
見
学

農林水産省

浦
うら

邊
べ

　織
おり

奈
な

さん

青
森
北
高
校
今
別
校
舎

体
育
祭

テーマ：Going My Way

外務省

篠
しのはら

原　信
のぶくに

州さん

１
日
目

２
日
目

４
日
目

３
日
目

行政・町の概況説明

もずくうどんの製造体験 新幹線駅舎建設予定地見学

浄水場見学

〈
研
修
報
告
・
意
見
交
換
会
〉

水
源
地
の
見
学
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　地域伝統芸能の全国イベント「日本の祭りin青森2011」が９月24日・25日に青森市文化会館（メイン会場）と青森ベイエリア（サブ会場）で
開催されます。

　今別町からは地域伝統芸能団体として「大川平荒馬保存会」が25日に青森市文化会館で公演します。

　そのほか、県内からは五所川原市の「立佞武多」、青森市の「ねぶた祭り」、八戸市の「えんぶり」など、県外からは宮崎県の「高千穂神楽」
や岩手県の「北上鬼剣舞」、徳島県の「阿波おどり」などが、そして海外からは韓国や台湾の伝統芸能が出演する予定です。
　サブ会場では、「あおもりうまいもの市」、「ご当地グルメ屋台村」などの各種イベントも行われます。
　メイン会場・サブ会場とも入場無料ですが、メイン会場の青森市文化会館会場は事前の申込みが必要なので、観覧を希望される方は下記の方
法よりお申し込みください。

申込方法：公式ホームページ観覧専用フォーム、はがき、メール、ＦＡＸのいずれか
必要事項：郵便番号、住所、氏名、電話番号、希望人数（申込み１件につき２名まで）、
　　　　　観覧希望日（24日、25日のいずれか）
申込み先：・はがき／〒030-8570
　　　　　　　　　　青森市長島１丁目１－１青森県庁　観光交流推進課内
　　　　　　　　　　「日本の祭り」観覧希望係
　　　　　・メール／ shinkanko@pref.aomori.lg.jp
　　　　　・ＦＡＸ／ 017－734－8126
申込期限：平成23年８月19日（金）まで（必着）

詳しくは、公式ホームページをご参照いただくか、県観光交流推進課へお問い合わせく
ださい。
　　　　○「日本の祭りinあおもり2011」公式ホームページ　http://matsuri2011.jp/
　　　　○県観光交流推進課　TEL　017－734－9389

平成23年度
今別町成人式開催のお知らせ

日焼けをしたあとは・・・
①まず、日焼け部分を冷やす・・・
　日焼け部分を冷やすことが、大事です。日焼け後は、炎症が起きている状態
なので、早めに熱をとってあげましょう。
②水分補給・・・
　日焼けしたあとは、体からかなり水分が奪われている状態です。日焼けした
あとに、疲労感や脱力感があるのは、脱水状態にある可能性もあります。こま
めに十分な水分補給をしましょう。
③刺激を避ける・・・
　日焼けはやけどをしている状態なので、熱い風呂は避け、ぬるめのシャワー
にしたり、日焼け部分にあまり触らないようにしましょう。
④たっぷりの保湿・・・
　日焼け後は、皮膚がかなり乾燥している状態なので、よく冷やしたあとは、
たっぷり保湿することが重要です。そのままにしておくと、シワ、シミの原因
になります。冷やした刺激の少ない化粧水をたっぷりつけることも効果的です。
⑤栄養補給と睡眠・・・
　外側からだけではなく、内側からも新陳代謝を活発にして、肌の回復を促す
ことが必要です。そのためには、たっぷりの睡眠を心掛けるとともに、ビタミ
ンＣやＥを多めにとるなど、バランスのとれた食事を心がけましょう。
　※注意：水ぶくれができているようなひどい日焼けの場合は、皮膚科などを
受診しましょう。

　夏の思い出とともに、こんがりと日に焼けていませんか。
　こんがり焼けた肌は、健康的に見える反面、一種のやけどの状態であるとも
言えます。また、年々蓄積された紫外線は、肌への刺激となり、シワやシミの
原因になると言われています。日焼け止めクリームを塗っても、日焼けはして
います。
　たっぷり日差しを浴びたあとは、正しい処置で、肌への負担を減らしましょ
う。

☆日　　時　平成23年８月15日（月）午前９時40分から
☆開催場所　今別町中央公民館
☆対 象 者　平成３年４月２日

～平成４年４月１日までの出生者

《今　別》・泉谷　優斗　・猪ノ口貴史　・平山　大地

　　　　　・南　裕次郎　・山﨑　大志　・相内濃乃香

　　　　　・上野　　星　・木村　千夏　・工藤　聡子

　　　　　・佐渡　伊織　・山内　麻未　・有馬　三菜

《浜　名》・太田　智之　・川村　広之

《大川平》・相内　俊元　・泉　　　光　・小鹿　春菜

　　　　　・中道　祐斗　・新岡　里美　・平山　友希

《二　股》・相内　香穂　・相内　敦美　・嶋中　沙理

　　　　　・本郷実彩紀

《鍋　田》・相内　貴宏　・相内　　凌　・相内　　麗

　　　　　・赤石　瑞樹　・三浦　　豊　・大澤　優穂

《村　元》・神　　瑞希　・川村　　和

《山　崎》・澤田　大樹　・島中　幹也

《大　泊》・木村　　涼　《砂ヶ森》・蝦名　竜樹

《奥平部》・山田　晃大　・佐々木　彩華

※名前のもれている方がありましたら、
　今別町教育委員会（35－2157）へお知らせください。

田中富士子さん７年間母校へ寄付金を
　さいたま市在住の田中富士子さん（今別出身　旧姓石川
さん）から、「中学校の活動に使ってください」と、７年
間続けて母校の今別中学校へ寄付金を寄せていただいてい
ます。

本当にありがとうございます

全国の伝統的なお祭りが
青森に大集結

第19回地域伝統芸能全国フェスティバルあおもり

「日本の祭り in 青森2 011」

無料シャトルバスも運行！

無料シャトルバスの詳しい運行スケジュール等は

左記の公式ホームページに掲載しています

30分間隔で運行

青森市文化会館
（メイン会場）

無料駐車場
（堤埠頭）

アスパム
（サブ会場）

青森駅
（ワ・ラッセ）
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外ヶ浜警察署からのお知らせ

日本年金機構からお知らせ後期高齢者医療制度の運営に関する
『運営懇談会』委員を公募

全国一斉　　　　　　　　　　　　
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
　　　　　　　　　　　　強化週間

腸炎ビブリオ食中毒に注意!!

　法務省人権擁護局及び全国人権擁護委員連合会が全国一斉

に相談日を設け「高齢者・障害者の人権あんしん相談」を下

記のとおり開設します。

日時　９月５日（月）～９月11日（日）まで

時間　午前８時30分から午後７時まで

　　　土・日曜日は午前10時から午後５時まで

電話　全国共通人権相談ダイヤル

　　　0570－003－110

内容　高齢者や障害者に対する虐待に関する電話相談

《問合せ先》　

　青森地方法務局人権擁護課（TEL 017－776－9024）

◎職　　務　後期高齢者医療制度の運営に関する意見・提案
を行っていただきます。

◎任　　期　委嘱の日から２年間
◎応募資格　県内在住の40歳以上の方で、平日昼間、青森市

での会議に出席できる方
◎募集人員　８人（応募者の中から選考により決定）
　　　　　　①被保険者　６人
　　　　　　②65歳以上障害認定の被保険者　１人
　　　　　　③後期高齢者医療以外の医療保険被保険者

　１人
◎応募方法　応募用紙及び「後期高齢者医療制度に関する意

見（400字程度）」を提出
◎応募期間　平成23年９月１日（木）～ 22日（木）
◎謝 礼 等　会議１回の出席につき謝礼5,000円及び交通費

（公共交通機関利用実費相当額）
◎問合せ先、応募用紙等の配布

　・今別町役場　町民福祉課　町民窓口（35－3003）
　・青森県後期高齢者医療広域連合
　　　総務課（017－721－3821）
　　　http://www.aomori－kouikirengou.jp/

　夏は、食中毒が多発しますが、なかでも腸炎ビブリオによる食中毒が猛威を
振るいます。腸炎ビブリオは繁殖するスピードがとても速いので、食品は正し
い取り扱いをし、食中毒を予防しましょう。

食中毒を予防する６箇条
　①魚介類は最後に買い、運搬には保冷剤等を使用しましょう。
　②魚介類は持ち帰ったら、すぐに冷蔵庫に入れましょう。
　③調理の前後には、せっけんを使い十分に手洗いをしましょう。
　④魚専用の包丁、まな板を準備し、使用後は熱湯で消毒しましょう。
　⑤腸炎ビブリオは熱に弱い菌なので、十分加熱しましょう。また、真水にも

弱いので、生で食べる場合は、水道水で十分に洗浄しましょう。
　⑥調理後はすぐに食べましょう。

年金受給権者の皆さまへ

　平成23年７月より住民基本台帳ネットワークから住所変更等の情報を取得で
きるようになったため、これまで、ご本人様に提出いただく「現況届」を原則
不要としていることに加えて、
→平成23年７月より
　・ご本人様より提出いただく「住所変更届」⇒原則不要
　・ご遺族様より提出いただく「死　亡　届」⇒原則不要
　となります。
※１　日本年金機構において、住民票コードが収録されている方に限ります。
※２　年金事務所等への「死亡届」が不要となるのは、死亡の事実があってか

ら、戸籍法上の届出期限である７日以内に市区町村に届出を行われた場
合のみです。ただし、亡くなられた方の未払い年金を受けられる場合は、
これまでどおり年金事務所等への請求が必要です。

《問合せ先》

　「ねんきんダイヤル」0570－05－1165（平日８：30 ～ 17：15）
　※ＩＰ電話・ＰＨＳからは 03－6700－1165

＜警察官Ｂの募集＞
警察官Ｂ【男性・女性】
　青森県人事委員会及び青森県警察本部では、警察官Ｂの採用試験を行いま
す。試験日程、受験資格等は次の通りです。
試験案内等配布日　：　７月15日（金）

受 　 付 　 期 　 間　：　８月８日（月）～９月２日（金）

第　一　次　試　験　：　９月25日（日）［青森市、八戸市、弘前市］

第一次試験合格発表　：　10月７日（金）

第　二　次　試　験　：　11月上旬［青森市］

最 終 合 格 発 表　：　11月下旬

　警察官Ｂ（男性）を希望する方は、警視庁、埼玉県、千葉県、神奈川県及
び静岡県の警察官を同時に受験することができます。
　採用予定人員については、試験案内（申込書）を入手してご確認ください。
　受験手続き等の詳細については、下記に問い合わせください。
　《問合せ先》外ヶ浜警察署：22－2211　今別駐在所：35－2029

《外国人の不法滞在者等取締りに関する協力依頼》

　平成23年１月１日現在の不法残留者数（法務省統計）は７万
8,488人であり、これに不法入国者（推定）を加えた不法滞在者
数は10万人を割り込んだと推定されています。
　これら不法滞在者の多くは不法に就労していると見られ、警察
としても入国管理局等関係機関と連携した取締りを行っていま
す。これら不法滞在者の検挙は年々減少傾向にありますが、潜在
化する不法滞在者の取締り強化は治安対策上の重要課題となって
いますので、その点をご理解のうえ、地域住民の方々からの情報
提供をよろしくお願いします。
　なお、外国人の方を雇用する場合は、必ず旅券（パスポート）
または外国人登録証明書を呈示させたうえで、在留資格と在留期
限等を確認してください。不法滞在者と知って雇用した場合、法
律により処罰されます。

《問合せ先》外ヶ浜警察署　TEL 0174－22－2211

職　　種 試験区分 受　　　験　　　資　　　格

警察官Ｂ
男　性 昭和 54 年４月２日から平成６年４月１日まで

に生まれた者。ただし、大学卒業者及び卒業見
込み者を除く。女　性

外ヶ浜警察署からのお知らせ
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○
今
別
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

東
日
本
大
震
災
に
係
る
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
る
も
の
。

○
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　

に
つ
い
て

質
問　

青
森
地
域
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

の
今
別
町
分
は
１
億
円
以
上
出
さ
な
い
と
言
う

こ
と
で
、
当
町
の
今
年
度
当
初
予
算
に
１
億
円

の
負
担
金
を
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
先
の
青
森
地
域
広
域
消
防
事

務
組
合
の
議
会
で
は
、
当
町
の
負
担
が

１
億
２
千
３
百
万
円
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

町
長　

青
森
地
域
広
域
消
防
事
務
組
合
今
別
分

署
は
、
昭
和
47
年
に
設
置
さ
れ
、
38
年
間
に
渡

り
、
今
別
は
６
割
・
旧
三
厩
が
４
割
の
負
担
割

合
で
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
三
厩
は
外
ヶ
浜
に

合
併
し
我
々
と
し
て
何
ら
旧
三
厩
に
遠
慮
す
る

事
な
く
、
今
ま
で
の
不
公
平
な
割
合
を
是
正
す

る
よ
う
に
努
力
し
て
来
ま
し
た
。
よ
う
や
く
20

年
度
か
ら
協
議
が
軌
道
に
の
り
、
昨
年
度
消
防

本
部
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
両
総
務
課
長
会
議

が
繰
返
し
協
議
し
た
結
果
、
負
担
割
合
を
５
対

５
に
決
ま
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
た
が
、
私

も
安
心
し
て
当
初
予
算
に
１
億
円
を
計
上
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
不
公
平
な
割
合
を
強
行
し
た
場

合
、
今
別
は
消
火
部
門
も
分
署
か
ら
無
く
し
、

自
衛
消
防
隊
を
役
場
内
に
組
織
し
対
応
す
る
考

え
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
救
急
部
門
は
一
層
の
充
実
を
図
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。

○
震
災
に
よ
る
停
電
対
策
に
つ

　

い
て

質
問　

去
る
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
こ
ろ
発

生
し
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
当
町
で
は
30
時

間
以
上
に
及
ぶ
停
電
と
な
り
、
町
民
は
非
常
に

不
安
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
計
画
停
電
も
東
北
電
力
で
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
４
月
７
日
夜
に
発
生
し
た
地

震
に
よ
る
停
電
が
あ
り
ま
し
た
。
町
の
防
災
計

画
も
合
わ
せ
、停
電
対
策
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

ま
た
今
後
の
災
害
に
備
え
た
対
策
は
で
き
て
い

る
の
か
。

総
務
課
長　

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
今
別
町
で

も
停
電
が
長
時
間
に
渡
り
ま
し
た
。
役
場
で
所

有
す
る
発
電
機
が
不
足
し
、
業
者
か
ら
借
り
た

り
、
分
団
の
発
電
機
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

ど
う
に
か
乗
り
越
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
地

震
や
津
波
に
よ
る
ケ
ガ
人
も
無
く
、
家
屋
な
ど

に
も
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
停
電
時

の
対
応
を
含
め
、
様
々
な
課
題
も
見
え
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、職
員
か
ら
「
当
日
の
行
動
」「
改

善
す
べ
き
点
」
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
書
を
提

出
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
を
精
査
し
、
役
場
内
機
能
保
持
を

含
め
た
各
施
設
の
停
電
対
策
や
見
直
し
、
避
難

方
法
な
ど
を
検
証
し
、
地
区
総
代
・
消
防
団
・

民
生
委
員
な
ど
と
の
協
議
を
進
め
る
事
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
今
別
町
防
災
計
画
」「
避
難
勧
告
の

判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
緊
急
時
に
何
を
な
す
べ
き
か
。
ど
の
よ
う

に
行
動
す
べ
き
か
を
、
分
か
り
や
す
く
簡
素
に

し
た
「
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
足
し
て
い
る
設
備
に
つ
い
て
も
、

早
い
時
期
で
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
奥
平
部
地
区
津
波
に
よ
る
緊

　

急
避
難
路
に
つ
い
て

質
問　

去
る
、
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で

は
奥
平
部
地
区
で
は
避
難
場
所
に
大
変
苦
慮
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
地
区
に
は
山
の
上
に
立
派
な
避
難
所
を

造
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
避
難
路
が
急
勾

配
な
こ
と
と
距
離
が
遠
く
非
難
す
る
に
も
困
難

状
況
で
す
。

○
平
成
22
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

○
今
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

出
産
育
児
一
時
金
の
額
の
改
正

○
平
成
22
年
度
今
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
に
公
共
用
バ
ス
待
機
場
整
備
工
事
５

８
，
０
０
０
千
円
な
ど
１
３
４
，
４
４
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
，
６
３
９
，

３
４
０
千
円
と
し
た
も
の
。

○
平
成
22
年
度
今
別
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　

保
険
税
１
２
，
０
２
７
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
６
１
８
，１
８
８
千
円
と
し
た
も
の
。

○
平
成
22
年
度
今
別
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算

　

繰
入
金
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

４
１
，
５
０
７
千
円
と
し
た
も
の
。

○
平
成
22
年
度
今
別
町
介
護
保
険
特
別
会
計

（
保
険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
調
整
を
し
た
も
の
。

○
平
成
22
年
度
今
別
町
介
護
保
険
特
別
会
計

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
３
３
２
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
３
６
，
２
５
３
千
円
と
し
た

も
の
。

○
平
成
22
年
度
今
別
地
区
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
調
整
を
し
た
も
の
。

○
今
別
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
。

○
今
別
町
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
。

○
今
別
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
係
る
固

定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
。

○
平
成
23
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
「
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」

を
国
へ
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
継
続
審
議
）

補正予算の概要
� 　（単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

一般会計 　49,790 2,454,609

イベント用ステージ購入費　
2,754

山﨑・大泊集会施設改修工事
　7,700

国保（事業勘定） 1,053 592,151 職員異動に伴う給与等調整

国保（診療施設） △ 1,567 147,311 職員異動に伴う給与等調整

介護（保険事業） △ 1,106 382,670 職員異動に伴う給与等調整

介護（サービス事業） △ 54 18,234 燃料費の減額

簡易水道事業 △ 8,812 121,034 職員異動に伴う給与等調整

条
　
例

　
関

　
係

第394回定例会

陳
　
情
・
請

　
願

　
第
３
９
４
回
定
例
会
が
平
成
23
年
６
月
17
日
召
集
さ
れ
、
23

日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
報
告
１
件
、
専
決
報
告
９
件
、
平
成

23
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
１
件
、
人
事
案
件
１
件
の
あ
わ

せ
て
18
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
、
同
意

し
、
会
期
を
１
日
繰
り
上
げ
て
22
日
閉
会
し
た
。

予
　
算

　
関

　
係

小　

鹿　
　
　

勉　

議
員

報
　
　
　
　
　
告

専
　
決

　
報

　
告

長　

島　

三
千
次　

議
員
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特
に
当
地
区
は
、
高
齢
者
が
多
く
今
回
の
地

震
で
は
「
奥
平
部
と
綱
不
知
」
の
中
間
に
あ
る

高
台
に
避
難
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
通
路
は
、

階
段
が
老
朽
化
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
に
よ
り

足
元
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
通
路
階
段
は

今
後
も
災
害
時
に
は
緊
急
避
難
路
と
し
て
多
く

活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
急
に
整
備
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

で
当
町
は
、
幸
い
に
し
て
大
き
な
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
大
震

災
の
津
波
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
町
の
こ
れ

ま
で
の
指
定
避
難
場
所
が
高
台
で
な
い
場
所
も

あ
り
、
今
後
大
き
な
被
害
が
で
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
各
地
区
の
避
難
場
所
の
見
直
し
と

必
要
な
備
品
、
機
器
等
の
確
認
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
緊
急
避
難
場
所
の
階
段
で
す
が
町

と
し
て
も
奥
平
部
地
区
の
第
一
避
難
所
と
考
え

て
お
り
、
こ
の
階
段
が
老
朽
化
と
劣
化
に
よ
り

危
険
な
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
災
害
時
の
た
め
の
避
難
路
整
備
を
早
急
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
整
備
し
ま
し
た
山
の
上
の
避
難

所
に
つ
い
て
も
未
整
備
の
避
難
路
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
整
備
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
今
年
度
中

に
整
備
す
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○
海
岸
地
区
の
防
災
無
線
利
用

　

負
担
金
に
つ
い
て

質
問　

大
泊
・
砂
ヶ
森
・
奥
平
部
地
区
の
３
地

区
で
は
、
平
成
７
年
よ
り
今
別
町
防
災
無
線
の

子
基
地
局
を
設
置
し
、
地
域
の
活
動
や
防
災
無

線
と
し
て
利
活
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
基

地
局
の
利
用
負
担
金
を
毎
年
10
万
円
ほ
ど
町
に

支
払
い
し
て
お
り
ま
す
。
い
ま
各
地
区
で
は
高

齢
化
が
進
み
、
世
帯
数
も
減
少
し
、
こ
の
利
用

負
担
金
が
、
地
区
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
地
域
の
諸
事
情
を
お
察
し
頂
き
、
利

用
負
担
金
の
免
除
は
で
き
な
い
も
の
か
。

総
務
課
長　

昨
年
度
ま
で
は
、
大
泊
・
砂
ヶ
森
・

奥
平
部
の
３
地
区
が
、
回
線
使
用
料
と
し
て
１

地
区
当
た
り
９
９
，
６
２
４
円
を
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

砂
ヶ
森
地
区
は
、
今
年
の
３
月
で
使
用
を
中

止
し
て
お
り
ま
す
が
、
世
帯
数
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
地
区
運
営
が
厳
し
い
事
情
も
理
解
で
き

ま
す
。
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
に
対
す
る
補
助

　

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

質
問　

農
林
水
産
業
に
対
す
る
補
助
金
の
事
業

停
止
が
あ
る
と
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
前

に
、
補
助
申
請
が
な
さ
れ
た
農
林
水
産
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て
、
今
後
震
災
前
と
変
わ
ら
ず
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

そ
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
事
業
対
象
が
あ
る

の
か
。

産
業
建
設
課
長　

１
点
目
の
民
有
林
造
林
補
助

事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
森
林

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
補
助
造
林
事
業
内
容

が
改
定
さ
れ
、
新
植
、
下
刈
り
、
除
伐
作
業
に

つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
が
、
間
伐
、
枝
打

ち
作
業
に
つ
い
て
は
、
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
実
施
分
に
つ
い
て
は
、
10
月
ま
で
事

業
を
完
了
で
き
る
方
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
の
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
間
伐
事

業
に
つ
い
て
は
、
団
地
化
面
積
５
ｈ
ａ
以
上
、

搬
出
間
伐
材
１
ｈ
ａ
当
た
り
10
㎥
以
上
が
対
象

と
な
り
森
林
施
業
計
画
に
変
わ
る
森
林
経
営
計

画
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
認
定
農
業
者
の
支
援
事
業
で
あ
り

ま
す
が
、農
業
経
営
展
開
支
援
リ
ー
ス
事
業
は
、

平
成
21
年
度
で
事
業
が
完
了
さ
れ
て
お
り
、
県

に
そ
れ
に
変
わ
る
事
業
を
問
い
合
わ
せ
ま
し
た

が
、
該
当
事
業
が
無
い
と
の
こ
と
で
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問　

災
害
時
は
、
初
動
通
報
指
示
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
有
無
に
つ
い
て
ど
う
な
の
か
。
今
回
役
場

機
能
の
電
源
が
な
く
て
、
機
能
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
役
場
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
を

ど
う
も
っ
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長　

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
様
々
な
課

題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
役
場
の
機
能
保
持
や

避
難
場
所
の
設
備
整
備
、
あ
る
い
は
通
報
・
避

難
指
示
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
、
問
題
点
を
洗

出
し
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
個
人
情
報
に
つ
い
て

質
問　

前
回
、
温
泉
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
、
毎
戸
に
配
布
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
目

的
が
あ
っ
た
の
か
。
個
人
情
報
を
ど
の
よ
う
に

守
り
抜
く
の
か
、
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

企
画
課
長　

昨
年
度
実
施
し
た
温
泉
事
業
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
町
民
の
皆
様
に

大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
よ
り
、
残
念
な

が
ら
事
業
は
実
施
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
町
民
の
皆
様
の
貴
重
な
民
意
と

し
て
重
く
受
け
止
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
町
民

の
皆
様
に
、
率
直
に
お
知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
上
で
、
今
回
の
方
法
を
選
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
個
人
を
特
定
し
中
傷
す
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
わ
が
町
の
緊
急
災
害
対
策
に

　

つ
い
て

質
問　

今
回
の
大
震
災
で
は
、
多
数
の
方
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
、
太
平
洋
沿
岸
で
は
津
波
に

よ
っ
て
、
１
次
産
業
は
破
滅
し
、
工
場
、
イ
ン

フ
ラ
等
設
備
も
大
被
害
を
こ
う
む
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
福
島
の
原
発
問
題
、
風
評
被
害
、

不
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
形
と
な
っ
た
今
回

の
災
害
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
今
回

幸
運
に
も
直
接
的
な
被
害
の
な
い
わ
が
町
も
、

い
ろ
い
ろ
な
有
事
の
際
に
対
す
る
、
不
備
、
不

足
等
が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
が
町
の
停
電
と
電
話
等
通
信
手
段
が
不
通

と
な
り
、
大
変
不
便
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
指

定
避
難
場
所
へ
の
避
難
は
、
地
震
発
生
が
日
中

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
緊
急
事
態
の
中
に
あ
っ

て
も
職
員
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
活

躍
で
、
比
較
的
に
素
早
い
行
動
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
事
後
再
評
価
し
て
ゆ
く
と
、
積
雪

の
た
め
避
難
場
所
へ
の
移
動
が
困
難
だ
っ
た

り
、
津
波
を
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
か
、
現
在

指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
場
所
の
海
抜
が
川
沿
い

で
あ
っ
て
も
低
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
今

回
被
災
さ
れ
た
地
域
の
災
害
規
模
を
想
定
し
た

防
災
マ
ッ
プ
や
避
難
指
定
場
所
、
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
特
に
、

現
在
の
設
備
、
場
所
で
対
応
で
き
な
い
地
域
が

あ
れ
ば
避
難
場
所
の
確
保
は
早
急
に
必
要
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
電
力
が
不
通
に
な
っ
た
場
合
、
自
家

発
電
の
必
要
な
箇
所
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の

一
つ
は
、
役
場
庁
舎
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
役

場
は
、
有
事
の
際
に
は
危
機
管
理
対
策
室
が
設

置
さ
れ
、
町
全
体
の
状
況
を
把
握
し
、
避
難
命

令
等
具
体
的
な
危
機
対
策
を
検
討
指
示
す
る
危

機
管
理
の
中
枢
で
あ
る
か
ら
で
す
。
今
回
は
、

急
き
ょ
発
電
機
を
借
り
て
き
て
対
応
し
た
よ
う

で
す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
る
の

か
。

総
務
課
長　

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
防
災
対
策

の
改
善
箇
所
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
議
員
の

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
指
示
の
発
令
も
経
験
が
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
手
間
取
っ
た
部
分
も
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
対
応
を
、
急
い

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
出
来
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、

県
な
ど
に
要
望
し
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。○

１
次
産
業
の
活
性
化
へ
の
取

　

り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

報
道
で
今
回
の
震
災
に
よ
り
、
農
地
の

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
食
糧

不
足
が
取
り
出
さ
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
は
地
域
の
１
次
産
業
、
と
り
わ
け
農
業

が
重
要
視
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
わ
が
町
で
は
後
継
者
不
足
か
ら
休

耕
田
、
旧
耕
作
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

再
利
用
の
支
援
対
策
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
高
齢
の
た
め
、
収
入
が
少
な
い
方
で

自
給
の
た
め
小
規
模
な
農
地
で
農
業
を
さ
れ
て

い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
小

規
模
で
あ
っ
て
も
農
地
を
守
り
耕
作
さ
れ
て
い

る
方
々
に
、
国
も
含
め
た
行
政
の
保
護
援
助
等

の
取
組
み
は
あ
る
の
か
。

産
業
建
設
課
長　

小
規
模
で
自
給
農
家
が
作
付

け
し
て
い
る
農
作
物
に
た
い
し
て
の
鳥
獣
被
害

等
の
取
組
み
、
対
策
に
関
し
た
質
問
と
思
い
ま

す
が
、
４
月
に
サ
ル
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
綱

不
知
・
砂
ヶ
森
地
区
か
ら
発
生
し
、
猟
友
会
へ

の
駆
除
許
可
を
６
月
12
日
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
も
袰
月
地
区
か
ら
サ
ル
被
害
の
連
絡
が
あ

り
猟
友
会
へ
依
頼
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
県
か
ら
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
き

め
細
か
な
被
害
防
止
の
取
組
み
が
で
き
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
線
の
各
地
区
へ
箱
ワ
ナ
も
設
置

す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
被
害
防
止
の
た
め

最
大
限
努
力
し
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
東
北
大
震
災
に
つ
い
て

質
問　

３
月
11
日
の
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
被

害
者
が
２
万
人
に
の
ぼ
る
、
歴
史
に
無
い
ほ
ど

の
規
模
の
も
の
で
し
た
。
余
震
も
い
ま
だ
に
震

度
４
を
超
え
る
も
の
が
度
々
起
こ
り
、
い
つ
に

な
っ
た
ら
終
息
す
る
も
の
か
、
科
学
者
に
も
予

測
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
、
被
災
者
に
対
し
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
議
会
の
総
務
委
員
会
で
南
三
陸

町
を
訪
問
し
、
義
援
金
と
支
援
物
資
を
届
け
て

参
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
各
町
内
会
よ
り

多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本　

郷　

議　

員　

議
員

福　

士　

直　

治　

議
員

福　

士　

和
比
古　

議
員
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今
回
の
大
震
災
で
は
、
政
府
の
対
応
の
遅
さ

と
、
ま
ず
さ
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
お

り
、
地
震
、
津
波
と
さ
ら
に
は
、
原
発
の
爆
発

が
追
い
討
ち
を
か
け
て
、
被
災
地
域
で
は
地
獄

絵
図
を
見
る
よ
う
な
有
様
で
あ
り
ま
す
。
わ
が

町
と
し
て
は
、
幸
い
に
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

総
務
課
長　

今
回
の
地
震
に
よ
る
課
題
や
取
組

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
段
の
質
問
に
お
答

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
設
備
な
ど
の

整
備
も
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
充
実
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
今
別
に
は
津
波
な
ど
が
来
な
い
」
の
で
は

な
く
、「
何
時
で
も
災
害
が
起
き
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
言
う
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
大
変
大
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
危
機

意
識
の
啓
発
に
も
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
対
処
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
観
光
事
業
に
つ
い
て

質
問　

先
日
、
他
町
村
の
方
か
ら
、
い
ま
べ
つ

の
二
股
地
区
の
道
路
沿
い
に
春
一
番
に
咲
く
水

芭
蕉
に
つ
い
て
、
観
光
バ
ス
が
止
ま
っ
て
写
真

を
撮
っ
て
い
る
の
を
、
何
度
か
見
か
け
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
あ
の
よ
う
に
美
し
い
花
で
あ

る
か
ら
、
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　

ス
キ
ー
場
を
再
活
用
し
て
、
山
一
面
に
季
節

ご
と
に
花
を
栽
培
し
て
は
ど
う
か
。
「
水
芭
蕉

の
里
」
と
か
「
芝
桜
の
森
」
と
か
「
コ
ス
モ
ス

の
庭
」
と
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有
志
を
募
っ

て
協
力
し
て
頂
き
、
花
一
面
の
里
を
作
っ
て
観

光
事
業
と
し
て
取
り
組
め
な
い
も
の
だ
ろ
う
か

伺
い
た
い
。

企
画
課
長　

最
初
に
ご
指
摘
の
あ
っ
た
二
股
地

区
の
水
芭
蕉
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
管
理
用
地

に
あ
る
水
芭
蕉
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を

今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
観
光
資
源
と
し
て
活

用
で
き
る
の
か
、
様
々
な
角
度
か
ら
調
査
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
ス
キ
ー
場
の
再
活
用
を
目
指
し
た
、

季
節
ご
と
に
花
々
の
栽
培
と
い
う
ご
提
案
で
す

が
、
当
該
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も

コ
ス
モ
ス
や
芝
桜
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
が
、

ゲ
レ
ン
デ
敷
き
に
つ
い
て
は
表
面
が
粘
土
質
で

あ
る
た
め
、
肥
培
管
理
が
難
し
く
、
一
度
断
念

し
た
経
緯
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

但
し
、
十
数
年
前
の
事
業
で
あ
り
、
最
近
は

新
た
な
管
理
技
術
な
ど
が
な
い
も
の
か
、
ま

た
、
観
光
施
設
と
し
て
の
有
効
活
用
方
法
も
含

め
て
、
今
後
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
財
政
に
つ
い
て

質
問　

一
度
は
財
政
危
機
に
陥
り
、
第
二
の
夕

張
に
な
る
の
で
は
と
ま
で
言
わ
れ
た
が
、
町
長

の
決
断
に
よ
り
一
般
会
計
は
黒
字
と
な
り
、
町

長
の
公
約
で
あ
り
ま
し
た
庁
舎
の
改
築
を
始

め
、
各
地
区
会
館
の
修
理
、
公
民
館
の
全
面
改

修
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
民
の
中
に
は
黒

字
決
算
に
な
っ
た
の
な
ら
、
水
道
料
を
も
と
に

戻
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
真
に
理
解
で
き
か
ね

て
い
る
方
も
多
く
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
今

一
度
町
長
の
口
か
ら
広
く
町
民
に
説
明
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
か
。

　

次
に
、
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
を
見

る
と
、
５
年
間
の
い
ろ
い
ろ
な
計
画
が
打
ち
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町
長
と
し
て
残
任
期
間

中
に
ど
の
計
画
に
力
点
を
お
い
て
い
く
の
か
伺

い
た
い
。

　

ま
た
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を
お
持
ち
な

の
か
伺
い
た
い
。

町
長　

今
別
町
の
財
政
で
あ
り
ま
す
が
、
私
が

始
め
て
就
任
し
た
当
時
は
、
財
政
は
す
で
に
赤

字
に
ま
み
れ
そ
の
為
、
改
善
策
を
立
て
財
政
は

幾
分
改
善
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
時
、
小
泉
内
閣

の
三
位
一
体
改
革
が
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
な
く
て
も
赤
字
財
政
の
や
り
繰
り

で
か
ろ
う
じ
て
行
政
を
取
り
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
に
、
容
赦
な
き
改
革
の
断
行
は
、
町
の
財
政

を
根
底
か
ら
揺
さ
振
ら
れ
、
３
年
位
で
第
２
の

夕
張
か
と
夜
も
眠
れ
な
い
日
が
続
き
、
ど
ん
な

事
が
あ
っ
て
も
町
民
を
困
ら
せ
る
よ
う
な
財
政

破
綻
だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
避
け
る
べ
き
と
決

意
し
、
議
員
の
皆
さ
ん
・
職
員
の
皆
さ
ん
・
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
頂

き
、
今
日
の
黒
字
財
政
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　

20
年
度
で
始
め
て
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、

約
５
千
３
０
０
万
位
の
黒
字
に
な
っ
た
時
は
夢

で
は
な
い
か
と
喜
ん
だ
も
の
で
し
た
。
昨
年
度

は
、
一
般
会
計
で
約
１
億
８
千
万
余
り
の
黒
字

が
出
た
事
は
、
誠
に
喜
ば
し
く
関
係
す
る
皆
様

方
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
黒
字
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
約
50
％
は

財
政
基
金
に
積
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

残
り
約
９
千
百
万
円
は
23
年
度
に
繰
り
入
れ
、

奥
津
軽
駅
の
整
備
や
町
民
の
生
活
向
上
な
ど
に

活
用
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
中
か
ら
財
政
が
黒
字
に
な
っ
た
の
な

ら
、
水
道
料
を
元
に
戻
す
べ
き
だ
と
の
声
は
私

に
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
妥
当
か
ど
う
か
は
課
題
と

し
て
、
議
論
す
べ
き
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
水

道
会
計
の
取
り
巻
く
状
況
を
見
た
場
合
、
か
な

り
難
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

今
で
も
４
千
２
百
６
拾
６
万
７
千
円
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
て
い
る
現
状
を
見
た

時
、
更
に
給
水
ポ
ン
プ
の
問
題
・
奥
津
軽
駅
の

給
水
事
業
な
ど
を
勘
案
し
た
場
合
、
非
常
に
難

し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
中
で
、

町
長
の
残
任
期
間
の
中
で
ど
の
計
画
に
力
点
を

お
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
年
次
に

よ
り
的
確
に
実
施
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

ま
す
が
、
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
奥
津
軽
駅
の
開

業
は
、
町
の
将
来
に
と
っ
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
こ
と
は
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
同
様

の
考
え
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
機
会
を
活
か
す
た

め
の
出
費
が
多
く
な
る
の
は
当
然
の
事
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
町
民
の
生
活
の
向
上
も
欠
か

せ
な
い
問
題
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
政
の
中

で
、
残
任
期
間
で
や
る
事
が
多
す
ぎ
て
熟
慮
の

上
で
、
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
漁
業
者
の
生
活
を
守
る
た
め

　

に
伺
い
ま
す

質
問　

促
進
計
画
案
に
も
載
せ
て
お
り
ま
す

が
、
漁
業
不
振
が
長
期
化
し
て
お
り
、
生
活
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
昆
布
、
ウ

ニ
、
こ
う
な
ご
と
全
く
の
不
漁
続
き
で
あ
り
、

か
ろ
う
じ
て
ナ
マ
コ
漁
だ
け
を
無
理
に
進
め
て

い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。
一
本
釣
り
漁
も
全
く

釣
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
地
震
、
原
発

の
影
響
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
言
っ

て
い
る
方
も
多
く
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
漁
業
者
を
ど
の
よ
う
に

し
て
守
っ
て
い
く
の
か
。

産
業
建
設
課
長　

近
年
、
漁
業
に
お
い
て
は
地

球
温
暖
化
等
に
よ
り
漁
獲
高
は
年
々
減
少
し
て

お
り
、
町
と
し
て
も
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
主
体
で
あ
る
ヤ
リ
イ
カ
漁
及
び
コ

ウ
ナ
ゴ
漁
が
昨
年
に
引
き
続
き
不
漁
状
態
で
あ

り
、こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、

一
本
釣
り
漁
の
不
漁
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
ナ
マ
コ
漁
が
昨
年
よ
り
上
回
っ
て

い
る
状
況
で
す
が
、
毎
年
種
苗
の
放
流
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
基
準
値
、
禁
漁
区
域
を
決
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
揚
げ
が
上
回
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
資
源
管
理
型
漁
業
を
継
続

し
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
資
源
の
確
保

と
漁
家
所
得
の
安
定
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

　

去
る
５
月
６
日
、３
月
11
日
に
発
生
し
た
、

東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
宮
城
県

日
吉
郡
南
三
陸
町
の
皆
さ
ん
に
、
支
援
物
資

を
届
け
に
参
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
の
バ
ス
を
借
り
、
朝
５
時
30

分
か
ら
支
援
物
資
を
バ
ス
に
積
み
、
５
時
45

分
に
役
場
を
出
発
し
ま
し
た
。
南
三
陸
町
に

は
11
時
30
分
に
は
着
き
、
被
災
地
を
バ
ス
で

廻
り
、
皆
が
凄
い
情
景
を
目
の
当
た
り
に

し
、
た
だ
た
だ
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
枚
が
載
っ
て
い
る
写
真
で
す
。

　

そ
の
後
、
午
後
１
時
30
分
に
皆
さ
ん
が
避

難
さ
れ
て
い
る
、
隣
街
の
登
米
市
東
和
町
へ

移
動
し
ま
し
た
。避
難
先
で
は
、代
表
の
方
々

と
挨
拶
を
交
わ
し
、
積
ん
で
来
た
支
援
物
資

を
全
員
で
下
し
、
運
ん
で
貰
い
ま
し
た
。

　

物
資
を
引
き
渡
し
後
、
若
干
の
交
流
会
を

持
ち
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
言
葉
に
詰
ま

り
、
な
か
な
か
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
同
行
し
た

皆
は
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
募
金
等

の
呼
び
か
け
を
し
、
支
援
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
関
か
ら
高
速
に
乗
り
今
別
の

　

未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
早
や
４
ヶ
月
、

振
興
支
援
の
際
に
は
町
民
の
皆
様
か
ら
の

多
大
な
志
を
被
災
地
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し

て
委
員
一
同
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

　
　
　
　

議
会
広
報
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

士　

直　

治

編
　
集

　
後

　
記

役
場
に
着
い
た
の
が
午
後
６
時
40
分
で
し

た
。
一
日
と
短
い
時
間
で
し
た
が
、
大
変
有

意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
こ
の
よ
う
に
被
災
地
へ
の

支
援
で
き
ま
し
た
の
も
、
地
区
総
代
様
・
町

内
会
長
様
・
町
会
長
様
は
じ
め
、
町
民
各
位

の
ご
協
力
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

今
別
町
議
会
議
員
一
同

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
今
別
地
区
広
域
漁
場
整
備
事

業
が
新
規
着
工
す
る
こ
と
か
ら
、
人
口
礁
設
置

に
よ
る
ウ
ス
メ
バ
ル
等
の
魚
の
資
源
保
護
、
増

殖
の
育
成
事
業
を
進
め
、
町
の
基
幹
産
業
と
し

て
、
支
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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今
回
は
、
浜
名
二
ツ
石
に
所
有
し
て
い
る

敷
地
で
、
長
年
自
分
の
「
庭
園
」
を
造
っ
て

い
る
、
沢
田
繁
治
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

繁
治
さ
ん
の
庭
園
は
、主
に
池
の
部
分
と
、

そ
こ
か
ら
少
し
下
が
っ
た
場
所
に
あ
る
、
ア

ヤ
メ
畑
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
庭
園
の
生
い

立
ち
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
繁
治
さ
ん

は
、
25
年
前
ま
で
は
漁
師
を
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
庭
園
は
、
も
と
も
と
自
分
の
田

ん
ぼ
だ
っ
た
部
分
と
、
漁
に
使
う
網
を
干
す

た
め
の
土
地
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

当
時
の
減
反
政
策
で
田
ん
ぼ
を
や
め
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
ア
ヤ
メ
を
植
え
て
み
た
と
こ

ろ
、
思
い
の
ほ
か
キ
レ
イ
に
咲
い
た
こ
と
か

ら
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。
さ

ら
に
、
漁
師
を
引
退
し
て
か
ら
は
網
干
し
場

を
持
て
余
し
、
畑
を
作
る
た
め
に
小
型
シ
ョ

ベ
ル
で
掘
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
掘
れ
ば
掘
る

ほ
ど
水
が
出
て
き
た
た
め
、
い
っ
そ
の
こ
と

池
に
し
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
、
高
砂
老
人
ク
ラ
ブ
（
浜
名
）
の

方
々
の
手
助
け
も
あ
り
、
広
い
土
地
で
は
あ

り
ま
す
が
、
隅
々
ま
で
手
入
れ
が
行
き
届
い

て
い
ま
す
。
た
ま
に
庭
園
の
一
部
を
借
り
て

お
茶
会
を
す
る
人
も
い
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
聞

い
た
の
か
、
観
光
バ
ス
が
来
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　

庭
を
維
持
し
て
い
く
上
で
大
変
な
こ
と
は

何
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
松
の
せ
ん
定
が
一

番
手
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の

他
、
桜
の
木
の
芽
が
鳥
に
食
べ
ら
れ
た
り
、

桃
の
木
が
猿
に
狙
わ
れ
る
の
で
ネ
ッ
ト
を
か

け
た
り
と
、苦
労
は
絶
え
な
い
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
も
楽
し
く
や
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
繁
治
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
体
が

健
康
で
あ
る
限
り
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
手

で
続
け
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

青森県交通対策協議会　平成23年６月30日現在

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため、後日変更することがあります。

①
太
田　

永と

遠わ

②
西
田

③
パ
テ
ィ
シ
エ

　

修
学
旅
行
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
自
主

見
学
で
す
。
私
は
、
２
班
の
み
ん
な
と
五
稜

郭
か
ら
摩
周
丸
に
行
き
ま
し
た
。
摩
周
丸
の

中
に
行
く
と
、
海
が
見
え
た
り
部
屋
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
旧
公
会
堂
か
ら

ア
イ
ス
通
り
に
も
行
き
ま
し
た
。
ア
イ
ス
の

お
店
が
並
ん
で
い
る
通
り
で
は
、
３
件
目
の

お
店
が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
中
で
も
パ
イ

ン
ソ
フ
ト
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
路
面
電

車
に
乗
る
こ
と
や
坂
を
登
っ
た
り
す
る
こ
と

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
疲
れ
た
け
ど
、
み
ん

な
で
協
力
で
き
て
楽
し
い
修
学
旅
行
に
な
り

ま
し
た
。

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢

町
の
元
気
な
子
ど
も
達

編

集

後

記

まちの行事予定� （８／１～９／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

８／１（月）

・後期高齢者医療保険料第１期納期限 町　民

・国民健康保険税第１期納期限 税　務

・介護保険料第１期納期限 福　祉

　　４（木）・荒馬まつり(7日まで)《さざなみ公園・町内》観光協

　　６（土）・県民体育大会ゲートボール競技 教　育

　　15（月）・今別町成人式《今別町中央公民館》 教　育

　　19（金）・集団検診《開発センター》 福　祉

　　20（土）・県民体育大会開会式　バレーボール競技 教　育

　　21（日）・県民体育大会閉会式 教　育

　　23（火）・献血 福　祉

　　24（水）
・第２回キクの会 社　協

・小・中学校始業式 教　育

　　29（月）・芸術鑑賞教室《今別中学校》 今別中

　　31（水）
・後期高齢者医療保険料第２期納期限 町　民

・町・県民税第２期納期限 税　務

９／１（木）・東郡中学校英語弁論大会《小湊中学校》 今別中

　　４（日）・第19回県民駅伝競走大会 教　育

　　６（火）・集団検診《大川平文化会館》 福　祉

　

夏
真
っ
盛
り
！
夏
と
い
う
も
の
は
何

度
経
験
し
て
も
暑
い
も
の
で
す
ね
…
。

　

暑
い
と
言
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
女
子

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
熱
か
っ
た
！
過
去

に
一
度
も
勝
て
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ

に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝
と
い
う

最
高
の
舞
台
で
勝
て
た
こ
と
は
、
今
の

日
本
に
勇
気
と
大
き
な
喜
び
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
は
、
次

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
是
非
優
勝
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

�

（
広
報
担
当　

奥
崎　

匠
）

（６月１日から30日までの届出分）

今別の姿
（平成23年６月30日現在）

　面　積　 125.28㎢

　人　口　　3,400人（－ 3）

　　男　　　1,585人（－ 1）

　　女　　　1,815人（－ 2）

　世帯数　　1,577　（＋ 2）

　　　　　　　（　）内は前月比

白や紫やピンクの色とりどりのアヤメ
毎年７月中旬頃が見頃だそうです　　

平成23年
県内の交通事故概況

風情が感じられる見事な庭園

　掲載を希望されない方は、届出の時に町民福

祉課町民担当へ申し出下さい。また、東奥日報・

東奥ウェブについても同様申し出て下さい。

沢
　
田

　
繁

　
治　
さ
ん

�
(

浜
名　

72
歳
） ⑯

手塩にかけて作った庭を
紹介してくれました　　

池の上に可憐な花を咲かせるスイレン

６月中
６月末
累計

発 

生

439件
（－35）

2529件
（－246）

死 

者

２人
（－３）

19人
（－７）

傷 

者

541人
（－48）

3083人
（－341）

あなたも参加
わたしもやります
“交通安全 ”

死
　
者

　
の

　
状

　
態

飲酒運転による死者
２人

（＋１）

高齢者の死者（65歳以上の人）
10人

（－８）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者
９人

（－３）

非着用死者
３人

（－３）

着用していれば助かっ
たと思われる人

２人
（±０）

お誕生おめでとうございます

　蝦　名　愛
あ

　心
こ

（善一）今別

　小　鹿　叶
かな

　翔
と

（拓也）村元

お悔やみ申し上げます

　米　谷　か　せ（82）大　泊




